
バ
ブ
ル
期
に
始
ま
る
下
北

沢
再
開
発
計
画

　
昭
和
６
２
年
に
世
田
谷

区
は
、
川
上
秀
光
東
大
教

授
を
委
員
長
と
す
る
委
員

会
の
「
小
田
急
沿
線
街
づ

く
り
研
究
会
報
告
書
」
を

発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
報

告
書
は
、
東
京
は
「
超
高

密
化
時
代
」
を
迎
え
る
と

位
置
付
け
、
下
北
沢
に
つ

い
て
は
、
現
在
の
計
画
と

同
じ
く
高
層
ビ
ル
化
さ
れ

た
「
補
助
５
４
号
線
の
空

間
イ
メ
ー
ジ
図
」
「
駅
周

辺
市
街
地
の
将
来
想
定
図
」

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

駅
前
高
層
ビ
ル
化
を
隠
し

続
け
た
世
田
谷
区

　
平
成
１
４
年
の
「
駅
周

辺
街
づ
く
り
の
基
本
計
画

案
作
成
調
査
委
託
報
告
」

で
は
、
再
開
発
に
よ
る
ビ

ル
建
設
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ

ィ
ー
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ひ
と
つ
は
、
現
オ
オ
ゼ
キ

の
敷
地
に
２
３
階
建
て
の

ビ
ル
を
建
設
す
る
案
。
も

う
ひ
と
つ
は
、
現
北
口
市

場
（
道
路
予
定
地
）
の
隣

接
地
に
１
５
階
建
ビ
ル
を

建
設
す
る
案
で
す
。
各
々

建
設
費
は
数
十
億
円
で
、

補
助
金
と
保
留
床
処
分
金

に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
る

と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
１
４
年
３
月
の
時

点
で
は
、
具
体
的
な
駅
前

再
開
発
計
画
が
既
に
存
在

し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
世
田

谷
区
は
、
平
成
１
５
年
４

月
の
「
駅
周
辺
街
づ
く
り

計
画
」
に
お
い
て
も
、
平

成
１
６
年
５
月
の
「
下
北

沢
周
辺
地
区
街
づ
く
り
計
画
」

に
お
い
て
も
、
公
表
資
料

で
は
あ
た
か
も
現
在
の
下

北
沢
の
中
低
層
建
築
物
に

よ
る
整
備
を
行
う
よ
う
な

計
画
と
し
て
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
平
成
１
６
年
「
地

な
ぜ
、
道
路
は
、
２
６
メ
ー
ト
ル

も
の
幅
が
必
要
な
の
か

I
道
路
計
画
を
先
行
し
、
そ
の
後
、
恣
意
的
な
地
区
計
画
策
定
I

１
１
月
５
日
（
月
）
に
下
北
沢
道
路
事
業
認
可
取
り
消
し
訴
訟
の
第
６
回
口
頭
弁
論
が
、

東
京
地
裁
１
０
３
号
大
法
廷
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

石
本
原
告
代
理
人
に
よ
り
、
約
８
０
名
の
傍
聴
者
の
前
で
、
駅
周
辺
の
高
層
ビ
ル
化

の
た
め
に
は
、
２
６
ｍ
道
路
が
大
き
な
意
味
を
持
つ
と
い
う
カ
ラ
ク
リ
が
暴
か
れ
ま
し
た
。

区
計
画
骨
子
」
に
お
い
て
も
、

高
層
化
に
は
具
体
的
に
触

れ
ら
れ
ず
に
、
「
補
助
５

４
号
線
や
駅
前
広
場
（
区

画
街
路
１
０
号
線
）
沿
道

で
は
、
街
づ
く
り
の
ル
ー

ル
が
な
い
ま
ま
道
路
整
備

と
あ
わ
せ
た
建
物
の
建
替

え
が
行
わ
れ
る
と
、
無
秩

序
な
街
並
に
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
」
と
、

他
人
ご
と
の
よ
う
な
記
載

が
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

一
文
は
、
行
政
に
よ
る
下

北
沢
再
開
発
の
進
め
方
を

読
み
解
く
ひ
と
つ
の
鍵
と

な
り
ま
す
。
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世田谷区北沢2-9-19 

植松第一ビル 201

コモン法律事務所内 
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FAX: 03-5452-2016

URL:
www.shimokita-
　　 action.net

URL: www.shimokita-action.net   Email: info@shimokita-action.net

第7回 口頭弁論のお知らせ

★皆様是非ご参加下さい

日時：1月25日(金)15：30～

場所：東京地方裁判所103号大法廷

交通：東京メトロ丸の内線日比谷駅

　　　千代田線霞ヶ関駅A1出口歩1分

　　　有楽町線桜田門駅5番出口歩5分

BLOCK1

BLOCK2

■再開発ケーススタディ施設配置平面図

補助54号線

区
画

街
路

10
号

線

(駅
前

交
通

広
場

)
■保留床処分型のイメージ(ブロック1)

共同建設型については、4階建ての店舗をイメージする。

住宅
(5,800㎡：305㎡×19層)

出典:「駅周辺街づくりの基本計画案作成　調査委託報告書」（平成１４年３月・世田谷区）



高
さ
6
0
m

2
0
階
建
て
程
度

道路幅26m

道路幅による容積率制限
(指定容積率500％であっても
 道路幅5mの場合300％まで)

道路斜線による高さ制限
＋

■道路建設後

■道路建設前

道路幅5m

ビル：4階建て程度

道路斜線

●道路斜線制限なし
●指定容積率で建築可

道路幅25m以上により

＋地区計画により建物の高さを
60m・45mまでと規定

▼道路建設＋地区計画制定による建築制限の変化

←再開発後の下北沢駅前の想像図

現在の吉祥寺駅前(北口)を元に、

下北沢の地区計画で可能になる建

物の高さを合成。

　

再開発後の下北沢駅前ロータリー(交

通広場)には、吉祥寺駅北口前のビ

ルの約2倍の高さの高層ビルが可能

になる。

「歩行者主体の街づくり」「個性
豊かな商店街づくり」「中層建物
を主体とするヒューマンな街なみ
形成」「下北沢らしさの維持・発展」
（平成１２年１２月の下北沢街づ
くり懇談会の世田谷区長宛提言「下
北沢グランドデザイン構想図」より）
は、遠い過去の話となってしまう

のでしょうか。

撤
廃
し
て
お
き
な
が
ら
、

そ
の
対
策
と
し
て
高
さ
制

限
を
も
う
け
る
の
で
あ
る

と
い
う
欺
瞞
に
満
ち
た
説

明
を
し
ま
し
た
。

地
区
計
画
は
住
民
の
９
０

％
の
総
意
が
必
要

　
東
京
都
と
世
田
谷
区
は
、

補
助
５
４
号
線
及
び
区
画

街
路
１
０
号
線
の
計
画
を

先
行
決
定
し
、
そ
の
後
に

地
区
計
画
を
定
め
ま
し
た
。

本
来
、
道
路
計
画
と
地
区

計
画
を
同
時
に
計
画
す
べ

き
と
こ
ろ
を
、
時
期
を
ず

ら
し
恣
意
的
な
地
区
計
画

策
定
を
し
ま
し
た
。

まもれシモキタ！通信 ２００８年１月２１日　月曜日　第５号 ２

URL: www.shimokita-action.net   Email: info@shimokita-action.net

　
建
築
基
準
法
で
は
、
道

路
の
幅
が
１
２
ｍ
以
上
あ

れ
ば
前
面
道
路
に
よ
る
容

積
率
の
制
限
が
な
く
な
り
、

道
路
の
幅
が
２
５
ｍ
以
上

あ
れ
ば
道
路
斜
線
制
限
に

よ
る
建
物
の
高
さ
制
限
も

な
く
な
り
ま
す
。

　
２
６
ｍ
幅
を
持
つ
二
つ

の
道
路
（
補
助
５
４
号
線

と
区
画
街
路
１
０
号
線
）

が
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の

道
路
に
接
す
る
土
地
に
建

物
を
建
設
す
る
場
合
に
は
、

高
さ
制
限
は
撤
廃
さ
れ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。
行
政

側
か
ら
す
る
と
、
２
６
ｍ

と
い
う
数
値
は
大
い
に
意

味
の
あ
る
数
値
で
し
た
。

　
平
成
１
７
年
３
月
に
、
「
地

区
計
画
素
案
」
が
発
表
さ
れ
、

世
田
谷
区
は
初
め
て
建
物

の
高
さ
を
敷
地
面
積
に
よ

り
４
５
ｍ
ま
た
は
６
０
ｍ

に
誘
導
す
る
計
画
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

住
民
の
建
物
の
高
さ
に
対

す
る
異
論
に
対
し
、
行
政
は
、

道
路
計
画
で
自
ら
規
制
を

　
地
区
計
画
を
策
定
す
る

と
き
の
住
民
合
意
に
つ
い

て
は
、
昭
和
５
５
年
の
衆

議
院
建
設
委
員
会
に
お
い

て
は
、
「
（
関
係
権
利
者
）

全
員
の
理
解
が
え
ら
れ
る

よ
う
努
力
」
す
る
と
の
答

弁
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
１
３
年
に
横
浜
市
で

決
定
さ
れ
た
地
区
計
画
の

策
定
段
階
で
は
、
「
住
民

の
９
０
％
の
総
意
が
必
要

で
あ
る
」
と
担
当
者
が
述

べ
て
い
ま
す
。

　
下
北
沢
で
は
、
平
成
１

８
年
６
月
の
「
地
区
計
画

原
案
」
及
び
９
月
の
「
地

区
計
画
案
」
に
対
す
る
意

見
募
集
が
行
わ
れ
、
い
ず

れ
も
賛
成
率
が
半
分
に
も

満
た
な
い
に
も
関
わ
ら
ず

計
画
の
変
更
を
せ
ず
に
、

強
引
に
都
市
計
画
審
議
会

に
諮
り
、
結
果
的
に
怒
号

の
中
で
強
行
採
決
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
し
か
も
、
世

田
谷
区
は
、
意
見
募
集
中

に
賛
成
誘
導
文
書
の
配
布

を
行
っ
て
い
ま
す
。
行
政

の
中
立
性
違
反
で
あ
り
、

行
政
裁
量
を
逸
脱
し
て
い

ま
す
。
　

道
路
幅
に
よ
り
、
容
積
率
制
限
・

道
路
斜
線
制
限
が
無
く
な
る



小
田
急
線
が
地
下
に
潜
る
と

高
い
ビ
ル
が
建
つ
？

連
続
立
体
交
差
事
業
と
道
路
特
定
財
源
と

再
開
発
の
ふ
し
ぎ
な
関
係

　
昨
年
の
秋
頃
か
ら
、
道

路
特
定
財
源
と
い
う
か
た

い
言
葉
が
ニ
ュ
ー
ス
か
ら

ひ
ん
ぱ
ん
に
聞
こ
え
て
く

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
と
重
な
る

よ
う
に
「
踏
切
を
な
く
し

て
渋
滞
を
減
ら
そ
う
」
な

ど
と
い
う
Ｃ
Ｍ
が
新
聞
・

テ
レ
ビ
・
駅
張
り
の
ポ
ス

タ
ー
な
ど
や
た
ら
に
見
か

け
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
せ
ん
か
？

　
突
然
こ
う
い
う
ふ
う
に

話
を
切
り
出
し
た
の
は
、
「
踏

切
」
と
い
う
鉄
道
施
設
と
「
道

路
」
特
定
財
源
が
と
て
も

関
係
が
深
い
か
ら
な
の
で
す
。

道
路
特
定
財
源
は
「
自
動

車
の
利
用
者
に
対
し
て
道

路
整
備
を
目
的
と
し
て
ガ

ソ
リ
ン
や
車
体
か
ら
徴
収

さ
れ
る
税
金
」
で
す
。
こ

の
お
金
は
道
路
交
通
を
円

滑
に
す
る
と
い
う
理
由
か
ら
、

昭
和
４
４
年
に
旧
建
設
省

と
運
輸
省
が
結
ん
だ
「
建

運
協
定
」
に
よ
っ
て
、
市

街
地
の
踏
切
を
な
く
す
「
連

続
立
体
交
差
事
業
（
以
降
、

連
立
事
業
）
」
に
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
「
連
立
事
業
」
は

踏
切
を
な
く
す
の
で
す
か

ら
鉄
道
の
工
事
の
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が

こ
れ
は
道
路
整
備
緊
急
措

置
法
に
基
づ
き
「
市
街
地

に
お
い
て
複
数
の
幹
線
道

路
と
鉄
道
と
の
立
体
交
差

化
を
行
い
、
複
数
の
踏
切

を
一
挙
に
除
却
す
る
こ
と

に
よ
り
道
路
交
通
の
円
滑

化
と
市
街
地
の
一
体
的
発

展
を
図
る
事
業
」
と
し
て

行
わ
れ
る
の
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
は
国
土

交
通
省
が
作
成
し
た
「
連

続
立
体
交
差
事
業
の
手
引
き
」

に
き
ち
ん
と
述
べ
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
事
業
の
効

果
と
し
て
「
踏
切
に
よ
る

交
通
渋
滞
や
事
故
の
解
消
」

や
「
鉄
道
に
よ
っ
て
分
断

さ
れ
て
い
た
市
街
地
の
一

体
化
」
の
他
に
、
駅
前
広

場
の
整
備
な
ど
に
よ
る
「
駅

周
辺
の
市
街
地
の
再
生
」

や
「
鉄
道
施
設
の
改
良
に

よ
る
利
便
性
や
安
全
性
の

向
上
」
な
ど
が
一
例
と
し

て
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
「
連
立
事
業
」

は
市
街
地
再
開
発
を
見
越

し
た
も
の
な
の
で
す
。

　
駅
周
辺
市
街
地
の
再
生

＝
市
街
地
再
開
発
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
補
助
金
、
つ
ま

り
税
金
が
注
ぎ
込
ま
れ
ま
す
。

例
え
ば
街
路
整
備
な
ど
の

軽
微
な
も
の
か
ら
、
再
開

発
ビ
ル
へ
の
補
助
な
ど
金

額
の
大
き
な
も
の
ま
で
「
連

立
事
業
」
を
き
っ
か
け
に

し
て
公
共
民
間
を
問
わ
ず

動
く
の
で
す
。
そ
し
て
も

っ
と
も
大
き
な
問
題
は
「
道

路
特
定
財
源
」
が
議
会
の

審
議
が
必
要
の
な
い
、
国

土
交
通
省
の
裁
量
で
使
わ

れ
る
お
金
で
あ
り
、
道
路

に
関
係
あ
る
と
判
断
さ
れ

れ
ば
ど
ん
な
使
い
方
を
し

て
も
か
ま
わ
な
い
お
金
な

の
で
す
。

　　
昨
年
１
１
月
に
国
土
交

通
省
か
ら
、
こ
の
先
１
０

年
の
道
路
特
定
財
源
と
道

路
整
備
中
期
計
画
つ
い
て

の
答
申
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
れ
は
規
模
を
最
大
限
に

膨
ら
ま
せ
、
予
算
を
他
に

使
わ
せ
な
い
た
め
と
し
か

思
え
な
い
ま
っ
た
く
帳
尻

合
わ
せ
の
よ
う
な
も
の
で

し
た
。
「
連
立
事
業
」
は

そ
の
額
も
巨
大
で
、
使
い

途
の
柱
に
な
っ
て
い
ま
す
。

最
初
に
ふ
れ
た
Ｃ
Ｍ
は
国

土
交
通
省
が
こ
の
お
金
を

手
放
し
た
く
な
い
た
め
に
大
々

的
に
行
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

道
路
整
備
が
残
さ
れ
て
い

る
と
い
う
の
も
本
当
で
し

ょ
う
が
、
土
木
建
築
を
問

わ
ず
さ
ま
ざ
ま
な
工
事
を

行
な
う
導
火
線
と
な
る
お

金
を
手
放
し
た
く
な
い
と

い
う
の
が
「
道
路
特
定
財

源
の
一
般
財
源
化
反
対
」

の
も
う
ひ
と
つ
の
真
実
な

の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
下
北
沢

地
区
で
の
容
積
率
の
緩
和

な
ど
を
含
ん
だ
地
区
計
画

と
小
田
急
線
の
地
下
化
工

事
（
連
立
事
業
）
は
大
き

な
関
係
を
持
っ
て
い
た
の

で
す
。
シ
モ
キ
タ
の
ま
ち

に
と
っ
て
は
小
田
急
線
の

地
下
化
だ
け
を
行
な
え
ば

十
分
な
は
ず
な
の
に
、
補

助
５
４
号
線
を
は
じ
め
ま

ち
を
変
え
る
計
画
が
決
め

ら
れ
て
し
ま
っ
た
理
由
は

こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
あ
っ

た
の
で
す
。

　
必
要
の
な
い
も
の
に
税

金
が
使
わ
れ
て
し
ま
う
よ

う
な
ま
ち
づ
く
り
の
仕
組

み
は
ぜ
ひ
と
も
見
直
さ
れ

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

出典：国土交通省都市・地域整備局街路課「連続立体交差事業の概要」
　　　 平成１５年１０月７日付け

まもれシモキタ！通信 ２００８年１月２１日　月曜日　第５号３

URL: www.shimokita-action.net   Email: info@shimokita-action.net



日時：1月25日(金)　15：30～
場所：東京地方裁判所　103号大法廷
交通：東京メトロ丸の内線日比谷駅
　　　千代田線　霞ヶ関駅　A1出口から徒歩1分
　　　有楽町線　桜田門駅　5番出口から徒歩5分

大法廷を傍聴人で一杯にし、この訴訟への関心の高さを

裁判官にアピールすることが重要です。皆様、是非ご参

加下さい。法廷終了後に、弁護士会館で裁判の内容につ

いて弁護団から解説を受けるとともに、質疑応答・意見

交換も行います。

第7回　口頭弁論のお知らせサポーター募集とカンパのお願い

「まもれシモキタ！行政訴訟の会」では、この訴訟を
バックアップして下さるサポーターを募集しています。

TEL&FAX: 03-3467-6936　E-MAIL: HorieTeru@aol.com
住所: 〒155-0031 世田谷区北沢4-14-17

裁判の経緯・過去の裁判資料はウェブで公開しています↓

http://www.shimokita-action.net/archive/index.html

サポーターの方々には１口5,000円／年(複数口歓迎)のご負担
と支援をお願いしています。
「まもれシモキタ！通信」をはじめ勉強会・シンポジウムな
どのイベント情報、裁判の進行状況や活動状況について郵送・
メールにてお伝えします。
★カンパのみの応援も大歓迎しています。

「まもれシモキタ！行政訴訟の会」サポーター担当:堀江照彦

サポーター及びカンパにご協力頂ける方は、下記までご都合の
良い方法でご一報下さい。

　
現
在
始
ま
っ
て
い
る
小

田
急
線
の
地
下
化
工
事
に

よ
り
、
地
上
部
分
に
は
、

広
大
な
跡
地
が
生
ま
れ
ま
す
。

代
々
木
上
原
駅
の
西
側
か

ら
梅
ケ
丘
駅
の
東
側
ま
で

の
約
２.

２
キ
ロ
に
お
よ
ぶ

こ
の
跡
地
の
利
用
法
が
、

今
後
の
下
北
沢
周
辺
の
状

況
に
、
大
き
な
影
響
を
与

え
る
こ
と
は
、
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ

こ
に
き
て
、
行
政
が
優
先

的
に
使
う
こ
と
が
で
き
る

跡
地
の
面
積
は
、
実
は
こ

れ
ま
で
の
世
田
谷
区
の
説

明
の
約
２
倍
だ
っ
た
と
い

う
驚
く
べ
き
事
実
が
発
覚

し
ま
し
た
。

　
現
在
の
工
事
は
、
既
存

路
線
の
地
下
化
の
み
な
ら
ず
、

増
線
地
下
化
工
事
も
同
時

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
区

は
こ
れ
ま
で
、
新
た
に
生

ま
れ
る
２
７
０
０
０
㎡
の

事
業
跡
地
の
う
ち
、
行
政

が
関
与
す
る
対
象
と
な
る

の
は
、
お
よ
そ
半
分
の
既

存
路
線
部
分
の
み
と
説
明

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し

さ
る
１
１
月
２
９
日
の
世

田
谷
区
議
会
に
お
い
て
、
「
連

立
事
業
の
ル
ー
ル
で
あ
る

建
運
協
定
（
現
在
は
国
交

省
の
要
綱
）
に
よ
る
と
、

増
線
部
分
も
そ
の
対
象
と

な
る
の
で
は
な
い
か
？
」

と
い
う
木
下
泰
之
議
員
の

質
問
を
受
け
、
世
田
谷
区

の
生
活
拠
点
整
備
担
当
部

長
で
あ
る
真
野
源
吉
氏
は
、

今
ま
で
の
説
明
が
“
誤
り
”

だ
と
認
め
た
の
で
す
。

　
真
野
氏
は
９
月
定
例
議

会
で
「
区
が
優
先
的
に
検
討
・

整
備
す
る
施
設
」
面
積
５

７
５
０
㎡
。
他
に
ポ
ケ
ッ

ト
パ
ー
ク
・
歩
行
者
道
路
・

駐
輪
場
を
含
め
る
と
約
１

万
㎡
で
、
区
の
利
用
可
能

面
積
を
ほ
ぼ
使
う
方
針
と

な
っ
て
い
る
と
答
え
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
増
線
部

分
も
区
が
優
先
利
用
で
き

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
以
上
、
行
政
に
よ
る
跡

地
の
利
用
は
、
こ
れ
ま
で

の
約
２
倍
の
ス
ケ
ー
ル
で
、

検
討
し
直
す
べ
き
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？ 

東
京
都
内
で
行
政
訴
訟
を

起
こ
し
て
い
る
６
つ
の
市

民
組
織
団
体
が
、
お
互
い

の
協
力
と
連
携
を
強
め
、

お
互
い
の
勝
利
を
目
指
し

て
「
東
京
環
境
行
政
訴
訟

原
告
団
協
議
会
」
を
結
成

し
ま
し
た
。

　
そ
の
発
足
記
念
集
会
が

平
成
１
９
年
１
１
月
２
９
日
、

霞
ヶ
関
の
弁
護
士
会
館
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
原
告
団
と
は
小
田
急
街

づ
く
り
を
見
直
す
会
、
日
赤
・

高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
か
ら
環

境
を
守
る
会
、
羽
沢
ガ
ー

デ
ン
の
保
全
を
願
う
会
、

梅
が
丘
駅
前
け
や
き
を
守

る
会
、
浜
田
山
・
三
井
グ

ラ
ン
ド
環
境
裁
判
原
告
団
、

そ
し
て
私
達
ま
も
れ
シ
モ

キ
タ
！
行
政
訴
訟
の
会
で
す
。

　
当
日
会
場
に
は
、
各
原

告
団
は
も
と
よ
り
、
法
曹

関
係
者
、
報
道
関
係
者
、

学
者
な
ど
約
１
５
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
協
議
会
を
代
表
し
て
浜

田
山
・
三
井
グ
ラ
ン
ド
裁

判
の
原
告
・
小
山
伸
二
さ

ん
が
協
議
会
結
成
の
経
緯

と
意
義
を
含
め
て
開
会
の

挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
各
原
告
団
か
ら
自
ら

の
訴
訟
に
つ
い
て
の
経
過

と
解
説
を
兼
ね
た
挨
拶
が

行
わ
れ
た
あ
と
、
各
訴
訟

の
弁
護
団
を
代
表
し
て
、

斉
藤
驍
弁
護
団
長
よ
り
基

調
報
告
が
あ
り
「
弁
護
団

と
原
告
団
が
車
の
両
輪
と

な
っ
て
頑
張
ろ
う
」
と
決

意
を
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
来
賓
と
し
て
参
加

し
た
、
千
葉
大
学
工
学
部

研
究
科
教
授
・
福
川
裕
一

さ
ん
を
は
じ
め
、
多
く
の

専
門
家
の
方
々
か
ら
励
ま

し
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
最
後
は
、
梅
が
丘
け
や

き
を
守
る
会
の
原
告
・
橋

本
由
紀
子
さ
ん
が
「
東
京

環
境
行
政
訴
訟
原
告
団
協

議
会
・
発
足
記
念
集
会
」

の
宣
言
を
読
み
上
げ
、
会

場
参
加
者
全
員
の
盛
大
な

拍
手
を
持
っ
て
採
択
さ
れ

閉
会
し
ま
し
た
。

まもれシモキタ！通信 ２００８年１月２１日　月曜日　第５号 ４

URL: www.shimokita-action.net   Email: info@shimokita-action.net

小
田
急
線
地
下
化
跡
地
の

行
政
利
用
可
能
部
分
は
、

こ
れ
ま
で
の
倍
に
お
よ
ぶ

面
積
で
あ
っ
た
こ
と
が
発
覚
!

東
京
の
環
境
を
守
る
行
政
訴
訟

６
団
体
が
協
議
会
を
結
成




